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にとって特別の契機を提供していることになる。フロイトの The Uncanny 論を援用し、
本論は不安の重層性と主観におけるその役割を指摘する。 
 また本論はゴシック小説の創始者Horace Walpoleが実際にゴシック風邸宅を建築した
ことと John Ruskinのゴシック建築論を接続し、物理的な「家」という空間とそこに 19
世紀の英国で見いだされた倫理的意味合い、特に男女の役割分担について考察する。社
会が流動性を増す中で、家族の砦としての家とそれを守るべき女性の役割が強化される
中、当時の Neo Gothic文学は家がさらなる相克の舞台となる様を描写する。Emily Brontё
の『嵐が丘』は家父長制が一人の孤児の登場によって転覆される様子を描く。女性が家





























 後半部分は 60 年代にアメリカで書かれた Shirley Jackson の二作品を検討する。We 
Have Always Lived in the Castleには、家族殺しの舞台である家で生活する姉妹が描かれ、
家や財産を巡って従兄弟や村の人々とのいざこざが起こる中、引きこもる姉妹の不気味
な姿が描かれる。この小説では女性が家父長的家庭／社会の破壊者であり、しかし最終

















 2014 年 5 月 23 日、生駒夏美、榎本真理子、大西直樹、ツベタナ I. クリステワの
各教授からなる博士論文審査委員会の審査が開かれた。審査では、冒頭にランダオ氏か
ら論文について概要的な説明が行われた後、審査委員会から個別に質疑応答が行われた。 
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